















































































































新編日本古典文学全集万葉集は、 「 績王のヲミ 、 ヲ（ ）ウミ（績）の約で、従って績の文字が正しいが、この文字と似た續の文字が通用される事が多い。 」と述べている。因みに續の字は、績の字体 非常 類似している。日本古








































































































































































付近に住み、漁労を生業とする住民の名称（こ 点が蜑類似） 、男性漁民の名称であった。こ 名称が日本に伝来し、あま
4
の漢字表記に使用されるようになった。謂わば早





















































にけるかも」の志貴皇子の御歌は、その死刑・流刑 対する不安な気持ち、大津皇子達が身を滅 事への悲痛な叫びが、詠い込まれているのではな ろうか。　五、律令制度時代の流刑と麻績王の配流地　
律令制度とは律令格式の略で、上代の制度の称である。




































































































































ない。また （伊良湖） 三河国に所属する渥美半島の一部であって、伊勢国ではない。岬は海中に突き出た陸地の先端、島（嶋）は四方を水で囲まれた陸地である。伊良虞は明らかに海中に突き出た陸地の先端で、三河国渥美半島の先端である しかし万葉集 歌人達 、何故 伊良虞を嶋だと称したの ろうか。この事につ て『萬葉集全註釋』は、 「古語 シマは水に臨んだ美土を言って、必ずしも島
とうしょ
嶼に限定しない」と説明し、柳田國男も「伊良湖
























の孤島的意味である。渥美半島を三河湾西部 蒲郡市西浦海岸付近から眺めると、京都府丹後半島の天の橋立や、鳥取県境港市の弓ケ浜、福岡市東区の海 中道の如く 長い靴くつ
箆べら
状に見える。しかし渥美半島をもっと凝視すると、渥










その伊良湖岬（伊良虞嶋）を 万葉集では何故 伊勢国と称していたのであろうか。その理由として日本古典文学大系万葉集は、 「行政区画では三河に属するが、伊勢に近いので伊勢と言っ 」と説明し、事実三重県鳥羽市から伊良湖岬間は、海上
18㎞しか離れていない。新編日本古典文学











海岸に沿って南下するのであるが、 天津縄手（豊橋市天津、縄手は真っ直な道の意）付近は海上から吹き上げる風が冷たく厳しく、通行に非常に困難を極めたらし 。元禄八年（１６９５）各務支考によって編まれた撰集『笈日記』には、 この時に詠まれた句「すくみ行くや馬 に氷る影法師」が収録されている。
注２
吉田宿地方の古い諺に、 「養子に行
くか、天津の縄手を裸で飛ぶか」があるそうだが、江戸時代に入っても渥美半島の陸路は、こ ような状態ら、ましてや上代においては、も と通行に困難を極めていたであろう。逆に伊勢湾を隔てて いるが、伊良湖岬対岸の伊勢国との交易・交流が盛ん 海上が晴れて波静かで、海面が穏やかな時 そ 海上の距離も、鳥羽・伊良湖岬間は僅か
18㎞、人々の伊勢湾渡海は陸路の如く行わ
れていて、伊良湖岬全体が、伊勢国的雰囲気に漲っ いたのではなかろうか。国境や地域の境界線は、勿論河川山岳等自然的境界によって定められ、 決められるものであるが人為的現象によって定められ 決められる場合も 決し少なくはない。有力者・権力者 現われ 隣接する地域や影響を受けている地域を併合し、支配して行くのであるが、伊勢国においてもそうした巨大勢力者が現われて 隣
接する志摩国を支配し、伊勢湾を隔てて伊良湖岬も支配したかもしれない。勿論権力ばかりでなく精神的にも物質的にも、そして文化的にも伊良湖岬は、伊勢国の支配下に置かれていた時代があったかもしれない。　
注１
　
新編日本古典文学全集
　
松尾芭蕉紀行・日記編
　
注２
　
新編日本古典文学全集
　
松尾芭蕉全発句
参考文献　
日本古典文学大系万葉集
　
新日本古典文学大系万葉集
　
日本古典文学大系風土記
　
日本古典文学大系古事記
　
日本古典文学大系日本書紀
　
日本古典文学全集万葉集
　
新編日本古典文学全集万葉集
　
新編日本古典文学全集風土記
　
新編日本古典文学全集 事記
　
新編日本古典文学全集日本書紀
　
武田祐吉
　
萬葉集全注釋
　　
角川書店
　　　　　　　
昭和
31年刊
　
澤瀉久孝
　
萬葉集注釋
　　　
中央公論社
　　　　　　
昭和
32年刊
　
伊藤
　
博
　
萬葉集釋注
　　　
集英社
　　　　　　　　
平成７年刊
　
週刊日本の神社
　　　　　　
デアゴスティーニＫＫ
　
平成
28年刊
　
筑紫申真
　
アマテラスの誕生
　
講談社学術文庫
　　　
平成
29年刊
（つねまつ
　
ただし）
